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イマーションスーツ及び耐暴露服における縫合部と密閉材の定期テストのためのガイドライン
 
（仮訳）
1. 
海上安全委員会は２００４年５月１２日から２１日にかけての第７８回会合において、
SOLAS III/20.7 
と
MSC/Circ.1047 
に沿ったイマーションスーツ及び耐暴露服の船内検査では接着剤の経年変化によるスーツ縫合部及び密閉材の劣化を見つけにくいことを認め、ＳＤＥ小委員会の第４６回会合における勧告を考慮して、イマーションスーツ及び耐暴露服における縫合部と密閉材の定期テストのための
ガイドラインを付属書として記載することを認めた。
2. 
加盟国政府においては、関係各位にこのガイドラインを周知させられたい。
ANNEX
付属書
GUIDELINES FOR PERIODIC TESTING OF IMMERSION SUIT ANDANTI-EXPOSURE SUIT SEAMS AND CLOSURES
イマーションスーツ及び耐暴露服における縫合部と密閉材の定期テストのためのガイドライン
 
（仮訳）
1. 
いくつかの加盟国政府による調査で、イマーションスーツ及び耐暴露服における縫合部と密閉材が自然に劣化することがわかっている。　劣化の度合いや深刻性はスーツの構成材料や製造方法、さらにスーツの格納状態によりさまざまである。　しかしながら、たとえ
理想的な状態においても、使用された材料や接着剤には耐用年数があり、経年による強度の低下あるいは水密性の喪失は避けられない。
2. 
イマーションスーツ及び耐暴露服に対する毎月の船内検査のためのガイドライン
 (MSC/Circ.1047) 
は明らかな不具合を見つけるのには有効であるが、目視ではわからない縫合部や密閉材（ジッパー等）の劣化に対しては不十分である。　そのような劣化は、エアーでスーツを加圧し、縫合部や密閉材に石鹼水をかけて空気漏れをテストすることで発見できる。
3. 
イマーションスーツ及び耐暴露服における縫合部と密閉材に適切な強度と水密性を維持させるためには下記のようなエアーテストを３年に一度、１０年以上の古いものについてはさらに頻繁に行うよう勧告する。
1. 
スーツ内にエアーを送り込む装置を取り付けたヘッドピースをスーツの顔用開口部に差し込み、顔当てシールまわりからの漏れを最少にするよう固定する。　低圧用圧力計も取り付ける。　これは空気注入金物と一体型でも良いし、独立型でも良い。　もしスーツの手袋あるは
靴が取り外し式ならば、手首あるいはズボンの裾に適当径のプラスチックチューブを差し込み、手袋あるいは靴をワイヤーかホースクランプで締め付けてシールする。　ジッパーは完全に締め上げ、フェイスフラップを閉じる。　それからスーツを
 0.7 
から
 1.4kPa 
の圧力で膨張させる。　もし補助の膨張式浮力体があるならば、経口バルブを介して
 0.7kPa 
か、手で固いと感じるまで膨らませる。
2. 
スーツのそれぞれの縫合部と密閉材－補助の膨張式浮力体があるならば、縫合部、送気チューブや連結金物類－に石鹼水をかける。（もし空気圧を保てないほどバルブからの漏れが多い場合にはテストのためにバルブをシールすること）
3. 
縫合部や密閉材で泡によって漏れが判ったら、その箇所にマークを付し、清水でスーツ全体を洗浄して乾燥させた後、製造メーカーの推奨する方法で修理する。
4. 
エアーテストは、メーカーが推奨する方法で修理できる設備を持った陸上施設で行うよう勧告する。イマーションスーツ及び耐暴露服に使用されている材料や接着剤が多種多様であることから、スーツに対するいかなる修理も、製造元メーカーが推奨する修理方法、材料、接着
剤に精通しており、適切に訓練された作業者のいる施設で行うよう強く勧告する。　適切な機器が本船にあるならば、エアーテストは本船上で行っても良い。注）この資料は株式会社
 








